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Ⅰ 侈B�究 偃Y���

Ⅱ　研究主題設定の理由

1　研究の背景

(1)本校に在籍する子どもの姿及び卒業生へのアンケート結果から

前次研究｢今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり～確かな学びにつながる

ための評価の在り方に焦点を当てて～｣の成果として, ｢友達が使っているパソコンを一緒に見な

がら自分の番まで待てるようになった｣, ｢前回学習したことを同じ場面で活用した｣など,子ど

もが学んだことを活用している姿を確認することができた｡また,日常的な様子からは,授業に

意欲的に取り組む姿や,一緒の集団で学習している友達の姿をモデルにしている姿も見られるよ

うになった｡

しかしながら,子どもの中には,自分のもっている力やできるようになったことを自分で気付

くことができていなかったり,どのようにしてできたのかが理解できていなかったりする姿も見

られる｡また,学んだことに対する自信を十分に感じ取れていなかったり,新たな場面で活用し

ようとする意欲の面で依然課題が残されていたりする｡

ここで,本校卒業生に対する今の生活で重要な内容についてのアンケート結果(本校研究紀要

第17集,平成21年)を見てみると,以下に挙げる結果を読み取ることができた｡

○　卒業生のニーズは非常に多様化している｡

○　職業生活では,スキル面よりも, ｢自己統制｣や｢他者からの働き掛け-の反応｣等がより

重要視されている｡

○　いろいろな状況での｢活動の選択･決定｣や｢興味･関心の広がり｣, ｢選択肢を増やすこ

と｣等もニーズとして挙げられている｡

○　コミュニケーションや日ごろのやりとりというニーズだけでなく,より基本的な(｢数｣や

｢読む｣ ｢書く｣など)学力面も重要視されている｡

○　生活面では｢自分のことは自分でする｣, ｢家庭生活での役割｣に関するものが重視される｡

これらの卒業生に対するアンケート結果から,異なる環境の中でもよりよく生きるために,学

校教育では｢自己統制｣や｢かかわり｣, ｢興味･関心の広がり｣, ｢基本的な学力面｣等の生活の

基盤となるものを確実に積み重ねていくこと,そしてその積み重なった基盤となるものを活用し

ながら主体的に行動することが求められていると言えるとともに,子どもそれぞれの生活という

ものを一層把握する必要性が求められていると言える｡

在籍している子どもの姿と卒業生-のアンケート結果は,自分は｢これを学んだ｣という自信
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校教育では「自己統制Jや「かかわり J，I興味 ・関心の広がり J，I基本的な学力面」等の生活の

基盤となるものを確実に積み重ねていくこと，そしてその積み重なった基盤となるものを活用し
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や｢できる｣といった子どもの思い,自己に対する気付き,生活の基盤となるものの確実な習得

と活用,主体的な活動-の意欲などが影響していると考えられ,生活する上で必要なものの習得

や活用という面と情動面という二つの側面から学校生活の充実(今の充実)を図っていく必要が

あると言える｡

(2)特別支援教育に係る動向から

近年,障害のある児童生徒をめぐる動向として,障害の重度･重複化,多様化,注意欠陥多動

性障害(ADHD),学習障害(LD)等の児童生徒-の対応の必要性や,早期からの教育的対応に関す

る要望の高まり,卒業後の進路の多様化,ノーマライゼーション理念や国際生活機能分類(ICF)

の障害観(2001年)の浸透などが見られる｡こうした動向を背景として, ｢特別支援教育を推進す

るための制度の在り方について(答申)｣ (平成17年12月)が取りまとめられ,児童生徒の個々の

ニーズに柔軟に対応し,適切な指導及び必要な支援を行うという観点が明確となった｡そして,

この答申の内容を踏まえ,学校教育法等の改正(平成18年)がなされ,平成19年4月から特別支

援教育が本格実施となった｡

さらに,教育基本法改正(平成18年)や学校教育法改正によって, ｢生きる力｣を支える確かな

学九豊かな心,健やかな体の調和のとれた育成とともに,基礎的･基本的な知識･技能の習得

と,思考力･判断力･表現力等及び学習意欲を重視し,学校教育でこれらを調和的にはぐくむこ

とが求められている｡

これらの教育の根本にまでさかのぼった法改正を踏まえ,中央教育審議会によって｢幼稚園,

小学校,中学校,高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について｣ (平成20年1月)

の答申がなされ,特別支援学校の幼稚部教育要領,小学部･中学部学習指導要領及び高等部学習

指導要領(平成21年3月)が告示された｡この中では, ｢生きる力｣をはぐくむ重要な要素として,

①主体性･自律性など自己に関すること, ②自己と他者との関係, ③個人と社会との関係などが

挙げられており,個人にかかわる力や人間関係形成力などの他者との関係性にかかわる九　責任

や言語･情報活用力などの職業生活や地域での生活にかかわる力を身に付けることができるよう

になることが求められている｡また,この中の第2節改訂の基本方針において, ｢社会の変化や幼

児児童生徒の障害の重度･重複化,多様化などに対応し,障害のある子ども一人一人の教育的ニー

ズに応じた適切な教育や必要な支援を充実する｣ことが述べられている｡

以上のことを踏まえ,特別支援教育に係る動向から以下の点が重要と考えられる｡

○　障害のある児童生徒の社会参加や自立に向けた主体的な取組を支援する視点に立つこと｡

○　児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し,適切な指導及び必要な支援を行うことで｢生

きる力｣をはぐくむ教育を行うこと｡

o　｢生きる力｣で重視している思考力･判断力･表現力等の育成のために言語活動を充実す

ること｡

○　一貫した教育支援を行うこと｡

特別支援教育に係る動向から,障害のある子どもを総合的･多面的にとらえていくこと,社会

参加や自立に向けて｢生きる力｣をはぐくむために指導方法や授業改善を行っていくこと,そし

て,子どもに対する教育支援がつながっていくことの3点が,学校に求められていると言える｡
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(3)本校の実践的課題から

本校では, ｢自分のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし,共に生きる力を身に付け,家庭生活や

社会生活を可能な限り自立的に営み,社会参加できる人間性豊かな児童生徒を育成する｣ことを

目指している｡

その姿を実現するために,わたしたち教師は,子ども一人一人と深くかかわりながら, ｢子ども

が生き生きと目を輝かせる授業｣, ｢子どもも教師も発見がある授業｣, ｢子ども自身の学ぼうとい

う思いがつながる授業｣, ｢子どもが自ら学んだことを生かそうとする視点を踏まえた授業｣等,

こんな授業がしてみたいという思いをもっている｡そんな授業実践-の思いから,日々子ども一

人一人を見つめ,有効な手だては何なのか,どのような教材を準備するのか等,子どもの｢学び｣

をどのようにしたら深めることができるかについて考え,実践したいという思いをもっている｡

また,これまでの研究においてわたしたちは,個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成

と活用を通した教育実践,関係機関との連携を通した授業づくり, ICFにおける個と環境の相互作

用の理念に基づいた授業づくりなどに取り組み,一定の成果を確認してきている｡また,前次研

究においては,評価に着目し,子どもに何をねらっていくのか根拠をもって導き出し,その根拠

に基づいて授業実践を行ってきた｡その中で,学習課題の分析や目標設定がこれまでよりも分か

りやすくなった,評価という視点から授業実践を見つめ直すことで目標の焦点化や子どもの確か

な変容につながったなどの成果が確認できた｡一方で,子どもの状態像の把握や学習課題の分析,

実用性の高い個別の指導計画の検討及び個別の教育支援計画とのつながり, 12年間の子どもの発

達と新学習指導要領を踏まえた教育課程の見直しなどの課題が残された｡

以上のことから,教育課程や個別の教育支援計画,個別の指導計画といった学校で子ども一人

一人に対して教育を行う上で必要な書式等についての再検討と充実,子どもをより細かくとらえ

た上での授業実践の更なる充実を図るための取組という2点が本校の実践的課題であると言える｡

この2点のうち, (1)で述べた子どもの変容や卒業生のアンケート結果を踏まえると,目指す授

業実践を具体化し常に変容をもたせるなど,子どもの社会参加や自立に向けた取組(日々の授業実

践)を意図して行っていくことにより,子ども一人一人に対して教育を行う上で必要な教育課程や

個別の指導計画等の書式の見直しについても,実用的な観点から充実していけると考える｡

したがって,本校の実践的課題においては,特に授業づくりを通してアプローチしていくこと

が有効であると言える｡

写真1-1自分の考えを出し合いながら,意見を

まとめている様子(高等部数学)
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(4)研究主題設定に向けて

上記した(1)～(3)から集約される課題を,次の図1-1のように整理する｡

学校教育目標

自分のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし,共に生きる力を身に付け,家庭生活や社会生活を可能な

限り自立的に営み,社会参加できる人間性豊かな児童生徒を育成する｡

主題設定に向けた課題の整理

く子どもの姿,卒業生の姿から)

･　自分は｢これを学んだ｣とい

う自信

｢できた｣などの子どもの思

し＼

自己に対する気付き

生活の基盤となるものの確実

な習得と活用

･主体的な活動-の意歌

く特別支援教育に係る動向から)

基礎的･基本的な知識･技能

の習得,思考力･判断力･表現

力等の育成及び学習意欲の重視

児童生徒一人一人の教育的

ニーズの把握

適切な指導及び必要な支援

｢生きる力｣をはぐくむ教育

言語活動の充実

(本校の実践的課題から)

･子どもの状態像の把握や学

習課題の分析

実用性の高い個別の指導計

画の検討及び個別の教育支援

計画とのつながり

12年間の子どもの発達と新

学習指導要領を踏まえた教育

課程の見直し

･　目指す授業実践の具体化

集約される課題

子どもの思い　主体的な学習意欲　自己と他者の関係　社会で生かす(活用)

将来につながる一貫した支援(連続した教育)　目指す授業実践の具体化

研究主題

今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり
～ ｢学び｣の連続する授業実践に焦点を当てて～

図ト1研究主題設定に至る課題の整理

このことから,学校として行わなくてはならないことは,子ども一人一人の思いを大切にした

取組を通した学びが一貫して保障されていくこと,つまり連続していくことであり,そのことが

今を,将来をよりよく生きる子どもを目指すために必要なことと考える｡

そこで,研究主題を前次研究と同じ｢今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づく

り｣とした｡そして,今を,将来をよりよく生きる子どもの姿につながるために,わたしたちは,

｢学び｣について再度見つめ,より具体性と変容のある日々の授業実践を通して, ｢学び｣の主体

として子ども一人一人の｢学び｣の連続を実現することが重要であると考えた｡

ー4-

(4)研究主題設定に向けて

上記した(1)'" (3)から集約される課題を，次の図1-1のように整理する。

学校教育目標

自分のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし 共に生きる力を身に付け，家庭生活や社会生活を可能な

限り自 立的に営み，社会参加できる人間性豊かな児童生徒を育成する。

i 
〈子どもの姿，卒業生の姿から〉

自分は「これを学んだj とい

う自信

I 
主題設定に向けた課題の整理 | 

〈特別支援教育に係る動向から) 11 (本校の実践的課題から〉

基礎的 ・基本的な知識 ・技能11・ 子どもの状態像の把握や学

の習得，思考力 ・判断力 ・表現11 習課題の分析

「できた」などの子 どもの思11 力等の育成及び学習意欲の重視 11・ 実用性の高い個別の指導計

自己に対する気付き

生活の基盤となるものの確実

な習得と活用

主体的な活動への意欲

集約される課題

11・ 児童生徒一人一人の教育的11 画の検討及び個別の教育支援

ニーズの把握 11 計画とのつながり

適切な指導及び必要な支援 11. 12年間の子 どもの発達と新

「生きる力」をはぐくむ教育 11 学習指導要領を踏まえた教育

言語活動の充実 11 課程の見直し

目指す授業実践の具体化

子どもの思い 主体的な学習意欲 自己と他者の関係社会で生かす(活用)

将来につながる一貫した支援(連続した教育) 目指す授業実践の具体化

研究主題

今を，将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり

"'1学びJの連続する授業実践に焦点を当てて~

図1-1 研究主題設定に至る課題の整理

このことから，学校として行わなくてはならないことは，子ども一人一人の思いを大切にした

取組を通した学びが一貫して保障されていくこと，つまり連続していくことであり，そのことが

今を，将来をよりよく生きる子どもを目指すために必要なことと考える。

そこで，研究主題を前次研究と同じ 「今を，将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づく

り」とした。そして，今を，将来をよりよく生きる子どもの姿につながるために，わたしたちは，

「学びJについて再度見つめ，より具体性と変容のある日々の授業実践を通して学びJの主体

として子ども一人一人の「学び」の連続を実現することが重要であると考えた。
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2　研究主題につし㌔て

(冒 F令を,将来をより鹿宅生きる子ど鳥｣

木村(2001)は, ｢子どもというものを連続的に学び,育ち,成長する者としてとらえる｣重要

性を述べている｡また,滋賀の教育協議会報告書(2008)は, ｢人の成長過程を学びという視点か

ら見た場合に,学びは一生涯連続している｣としている｡つまり,学校という範囲で子どもをと

らえるのではなく,一生涯を通じて考えたときに,子どもを学び続ける存在としてとらえること

が重要であるといえる｡

学び続ける存在として子どもをとらえていくと,子ども一人一人にとっての｢今｣を人生のか

けがえのない一時期ととらえ,今の学校生活の充実, ｢今をよりよく生きる｣ことが,将来の生活

(学校生活や卒業後の生活)の更なる充実, ｢将来をよりよく生きる｣ことにつながっていかなけ

ればならないと考える｡

わたしたちが前次研究において目指した｢今を,将来をよりよく生きる子ども｣のとらえは以

下のとおりである｡

自分自身への｢きづき｣の下.その子どもなりのよさやもてる力を駆使して,自分の生き方 

を社会関係の中でより望ましい方法で表現し続けていく姿(前次研究より) ｢きづき｣の下..........自分自身についての意識や理解をより高めることであり,自分のよ 

さやもてる力に対する認識の前提○ 

よさやもてる力を駆使して.....子ども自身の意思によりそれらをより能動的に発揮できること○ 

自分の生き方を社会関係の中で...自分は生涯どのように生きていたいかという思いをもちながらも, 

ライフステージに応じて様々な場や人とのかかわりの中でということo 

より望ましい方法で........今の姿よりも高次化した考え方や行動を目指すこと○ 

表現し続けていく.........自己選択.自己決定や環境-の働き掛けも含めた自分自身の気持ち 

や意図などを生涯を通して表現することo 

今回の｢学び｣の連続に着目した研究を通して,今の子どもの｢学び｣の充実, ｢今をよりよく

生きる姿｣につながると考える｡そして,それが子ども自身がよさやもてる力を駆使し,社会関

係の中でより望ましい方法で表現し続けていく姿につながり, ｢将来をよりよく生きる｣子どもの

姿-とつながっていくと考える｡

(2) ｢学び｣について

｢学び｣は本来,学校での教育活動のみに限定されるものではなく,日常生活場面や家庭生活,

地域生活等あらゆる場面で起こっているものである｡特に,日常生活場面では,子どもの主体的

な姿が見られ,積極的かつ効果的に｢学び｣が行われているのをよく見ることができる｡例えば,

｢自分の欲しい物を買いたい｣, ｢お兄ちゃんのように買物ができるようになりたい｣等の思いか

ら,商品の値札を見て,お金を払うことができるようになったり, ｢自分の好きな番組を録画した

い｣という思いから,一人で録画ができるようになったりする｡この点について,稲垣･波多野

(1994)は, ｢生活上の現実的必要性から学ぶのであって,他者によって作り出された目標のもと

に,ないしは本来の目標とむりやり結び付けられて学ぶのではなく,自分で作り出した目標,自
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ら，商品の値札を見て，お金を払うことができるようになったり自分の好きな番組を録画した

しリという思し、から，一人で録画ができるようになったりする。この点について，稲垣・波多野
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分のものと実感できる目標との本質的なっながりで学ぶことを意味している｣からで, ｢自分が行

動の主人公であるという感じをもつ活動に従事する｣からであるとしている｡

以上のことから, ｢学び｣は本来主体的に行われるものであり,人は,自分や自分の周りの世界

についていっそう多くの知識を得ようとするばかりでなく,その相互の関連性について自分なり

に納得したいという欲求をもっていると考えられる｡

また,鴫野(2004)は, 『｢学び｣を｢勉強｣や｢学習｣と明確に区別することは難しい』とし

ながらも, 『｢学び｣という動名詞の持つニュアンスは, ｢勉強｣や｢学習｣という名詞で表現さ

れるよりも動的で,社会的･日常的な印象を持つ』としている｡そして,佐伯(2008)は, ｢文化

の中で生きて働くということの中に学びがある｣している｡

上述したことから, ｢学び｣とは,主体的に自分や自分の周りの世界についていっそう多くの知

識を得ようとしたり,その相互の関連性について納得したりするものであるととらえることがで

きる｡

(3)学校の役割と｢学び｣

しかしながら,日常生活場面での｢学び｣では,例えば,お金の等価関係を理解してお釣りが

少なくなるように支払うことよりも,買うことができるかできないかといった,いわゆるうまく

いくかどうかが重視され,十分な概念の形成にまで至っていない等の限界がある｡そこに学校と

しての役割と目指すべき｢学び｣の姿があるといえる｡

学校は,子どもが生活し,学習し,遊び,働き,社会化していく過程を担っている｡したがっ

て学校は,日常生活での｢学び｣よりも,知識(概念的知識)の獲得を促したり,理解を深める

ことを追究したりできるように設けられた機会を多く設定できる場であり,集団での生き方など

将来の｢学び｣につながるための学び方を学ぶ場であると言える｡

以上のことから,学校として目指すべき｢学び｣の姿を整理する｡

｢学び｣のとらえから,学校における自分の周りの世界としての他者(友達や教師)や学習の対

象,自分といった相互の関連性で,学校での｢学び｣は実現していくと考えられる｡また,学校

の役割から,そうした友達や教師,学習の対象,自分という関連性で学ぶ機会を意図的に多く設

定できると言える｡

そこで,わたしたちは,学校での｢学び｣を,ねらいを明確に設定した中で,子ども自身が主

体となりながら,友達や教師,学習の対象,自分といった相互の関連性の中で知識を習得したり,

あらゆる場面で活用したりできる｢学び｣であるととらえることにした｡

(4)特別支援教育における｢学び｣

ここで,特別支援教育の考え方から｢学び｣について整理すると,何らかの障害のある子ども

においても, ｢学び｣本来の姿は変わらない｡しかしながら,障害による特性や学び方が違ったり,

制約を受けているものが異なったりするなど,一人一人の子どもを細かく見ていくことが重要と

言える｡

ここで,知的障害を例に考える｡知的障害の定義について,アメリカ精神遅滞学会(American

Ass｡ciati｡n ｡n Mental Retardation:AAMR)は, 1992年に知的障害を個人の資質(知能･適応ス

キル)と環境と機能の三者の相互関係でとらえ(その後, 2002年に改定),個人の絶対的特性では

なく,その個人とその環境の相互作用から,社会の中でいかに人間らしく生きるかに向けて支援
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をしていくべきかを明確に示した｡この点は,知的障害に限らず,現在,国際生活機能分類の障

害観(以下, ICFと記す)により,活動と参加の視点で日々の取組を見つめなおすことや,子ども

の内在していることのみに焦点を当てるのではなく,その子どもの取り巻く環境面も含めて,多

面的･総合的にその子どもの生活上の困難さに焦点を置く重要性が言われていることにも通じる｡

このAAMRとICFの考え方から,個人の能力レベルとして適応スキルが重視されたり,環境に依存

し過ぎたりすることではなく,社会との関係の中で発揮されるようにすることが重要である｡つ

まり,個と環境が相互に作用し合う場である学校での授業づくりでは,発達をとらえた上で環境

を適切に整えるとともに,達成経験や自分から主体的に対象に働き掛けることを可能とすること,

自信や意欲,心の安定といった子どもの情動面-のアプローチを可能とすること,他の場面での

活用に必要な抽象的思考に困難を感じるなどの制約に関するサポート-のニーズに応じた手だて

を工夫していくこと,集団の中で子ども一人一人に応じた活動や参加の姿を保障していくことな

どが大切である｡

このことに関しては,特別支援学校学習指導要領第6章｢自立活動｣の第3款において,的確

な実態把握の観点として,障害の状態や発達や経験の程度,興味･関心などに加え､学習環境が

含まれたり,個別の指導計画の作成に当たって｢自ら環境を整えたり,必要に応じて周囲の人に

支援を求めたりすることができるような指導内容も計画的に取り上げること｣という文言が付け

加えられたりするなど,環境についても大切にしたい視点である｡

具体的に,特別支援教育における授業づくりで大切にしたいこととして,授業づくりサイクル

との関連で以下の図卜2のようにまとめる｡

rii p一an

計画

○　実態把握(環境も含めた)
0　教育的ニーズの把握
○　サポートへのニーズの把握
○　ねらいの明確化
○　環境的側面の手だて
○　教材分析　　　　　等

○　課題の分析
○　実態把握の
再検討

○　授業改善の
まとめ

等

Acti｡n三授業づくり
改善　　サイクノレ

○　教科等の目標と教
育的ニーズ等からの
目標設定

○　授業形態の工夫
○　教材･教具の工夫
○　手だての工夫

く集団及び個)
(特性や発達)

〇　人とのかかわりの

1eCk≡i｣ 書… � ��充実 ○主体的な学習参加 の実現 ○振り返りの充実 等 

0ねらいの評価 
○手だての評価(集団や個.特性等) 
○学び方の評価 
○環境との相互作用の面からの評価 

等 

図1-2　特別支援教育における授業づくりで大切にしたいこと

(5)本研究での｢学び｣の連続のとらえ

上記の(1)～(4)を踏まえ,わたしたちが目指す｢学び｣の連続について,整理する｡

｢学び｣の連続は,教育課程等に基づく系統性のある指導･支援及び引継ぎのシステムを含め

た｢学び｣の積み上げ等の側面と,日々の授業実践を通した子ども一人一人の｢学び｣の場のつ

ながりやひろがりという側面からアプローチすることにより実現すると考える｡
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「学び」の連続は，教育課程等に基づく系統性のある指導 ・支援及び引継ぎのシステムを含め
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ながりやひろがりという側面からアブローチすることにより実現すると考える。
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今回の研究においては, ｢学び｣について再度見つめ,子どもが｢学び｣の主体となる日々の授

業実践を通して,子ども一人一人の｢学び｣の連続を実現することが重要であると考える｡

そこで,今回の研究において取り組む授業実践の範囲において,わたしたちは｢学び｣の連続

を以下のように,つながりとひろがりという側面からとらえていく｡

｢学び｣の連続 つながり･ -単位時間の授業を中心とした子どもの｢学び｣が

次の授業-とつながっていくこと｡

ひろがり･ -いろいろな場面や状況,人の中で活用していくこ

と｡

この｢学び｣のつながりとひろがりに欠かせないのが,子どもが主体となって学習に参加する

姿であり,その原動力となるものとして子どもの思いがあると言える｡

田口(1994)によると,知的障害のある子どもに対する｢説明型｣の授業と｢発見型｣の授業と

の比較を通して,子どもが主体的に学ぶ機会を大切にした授業の方が,時間が経っても定着が図

られているという結果が報告されている｡また,カナダ人心理学者バンデューラは,ある課題と

向き合ったときに積極的な行動がとれるか,消極的な行動になってしまうかの大きな要因として

自己効力感を挙げ, ｢自分にはここまでできる｣という思いが行動を引き起こすという考えを示し

ている｡つまり,子ども自身が主体となって学ぶことにより, ｢学び｣が連続していくと言える｡

子どもがある教材に出会い, ｢やってみよう｣ ｢おもしろそう｣などの思いを抱き,教材と向き

合い,友達や自分とかかわり合う中で｢Aさんと一緒にやってみたい｣ ｢Bさんのようにやってみ

たい｣という思いや, ｢できた｣ ｢わかった｣という｢学び｣を積み重ねたり,ひろげたりするこ

とで, ｢やってみよう｣ ｢もっと～したい｣という思いが引き出され,次の｢学び｣につながって

いくことが,子ども主体の｢学び｣の連続と言える｡つまり,知識等を習得したかどうかの側面

からだけではなく,情動の側面(子どもの思い)を踏まえて｢学び｣を再度見つめ直し,子ども

が主体となるための授業実践に向けて授業改善を行うことで,子ども主体の｢学び｣の連続を実

現していくことが大切であると言える｡

また,研究主題設定の理由で述べた本校に在籍する子どもの姿や学習指導要領改訂の趣旨等を

踏まえると,子どもたちが,学んだことを活用できるかどうかは重要である｡したがって,これ

まで以上に学習活動や指導方法等の工夫を行うとともに,活用場面を明確に設定して,学んだこ

との活用を見据えた授業実践を行っていくことが重要であると考える｡

ここで,学習指導要領の一つのキーワードである習得,活用について整理したい｡

習得とは,学力や能力ではなく,基礎的･基本的知識及び技能の習得を目指した学習活動の型

であり,活用は,基礎的･基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動の型である｡この活用に

おいて特に必要とされるのが,思考九判断九表現力であるとされる｡ (安彦(2008)及び文部

科学省(平成21年)を参考)

したがって, ｢学び｣がつながり,ひろがるためには,習得型の学習活動と活用型の学習活動と

の相互の行き来,つまり関連を図ることが必要であると考える｡

-8-

今回の研究においては，r学び」について再度見つめ，子どもが「学びJの主体となる日々の授

業実践を通して，子ども一人一人の「学び」の連続を実現することが重要である と考える。

そこで，今回の研究において取り組む授業実践の範囲において，わたしたちは「学び」の連続

を以下のように， つながり とひろがり という側面からとらえていく 。

「学び」の連続 l つながり・ ・・単位時間の授業を中心とした子どもの「学びJが

| 次の授業へとつながっていくこと。

l ひろがり・・・ いろいろな場面や状況，人の中で活用していくこ

と。

この「学びJのつながり とひろがり に欠かせないのが，子どもが主体となって学習に参加する

姿であり，その原動力となるものとして子どもの思いがあると言える。

田口(1994)によると，知的障害のある子どもに対する「説明型Jの授業と 「発見型」の授業と

の比較を通して，子どもが主体的に学ぶ機会を大切にした授業の方が，時間が経っても定着が図

られているという結果が報告されている。また，カナダ、人心理学者ノミンデューラは，ある課題と

向き合ったときに積極的な行動がとれるか，消極的な行動になってしまうかの大きな要因として

自己効力感を挙げ， I自分にはここまでできるJという思いが行動を引き起こすという考えを示し

ている。つまり，子ども自身が主体となって学ぶことにより学び」が連続していくと言える。

子どもがある教材に出会いやってみよう JIおもしろそう j などの思いを抱き，教材と向き

合い，友達や自分とかかわり合う中で IAさんと一緒にやってみたいJI Bさんのよ うにやってみ

たい」という思いやできたJIわかった」という「学び」を積み重ねたり ，ひろげたりするこ

とでやってみよう JIもっと~したしリとい う思いが引き出され，次の「学びj につながって

いくことが，子ども主体の 「学び」の連続と言える。つまり，知識等を習得したかどうかの側面

からだけではなく，情動の側面(子どもの思し¥)を踏まえて「学び」を再度見つめ直し，子ども

が主体となるための授業実践に向けて授業改善を行うことで，子ども主体の「学びj の連続を実

現していくことが大切であると言える。

また，研究主題設定の理由で述べた本校に在籍する子どもの姿や学習指導要領改訂の趣旨等を

踏まえると，子どもたちが，学んだことを活用できるかど うかは重要である。 したがって，これ

まで以上に学習活動や指導方法等の工夫を行うとともに，活用場面を明確に設定して，学んだこ

との活用を見据えた授業実践を行っていくことが重要であると考える。

ここで，学習指導要領の一つのキーワードである習得，活用について整理したい。

習得とは，学力や能力ではなく，基礎的 ・基本的知識及び技能の習得を目指した学習活動の型

であり，活用は，基礎的 ・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動の型である。この活用に

おいて特に必要とされるのが，思考力，判断力，表現力であるとされる。(安彦 (2008)及び文部

科学省 (平成21年)を参考)

したがって 学び」がつなが り，ひろがるためには，習得型の学習活動と活用型の学習活動と

の相互の行き来，つまり関連を図ることが必要であると考える。

-8-



Ⅲ　研究目的

子どもが,今を,将来をよりよく生きることができるために,子ども一人一人の｢学び｣の連続を

目指した授業実践の在り方を明らかにする｡

Ⅳ　研究仮説

一連の授業実践において,次の2点に取り組むことで,子ども一人一人の｢学び｣が連続し,今を

よりよく生きる姿が見られ,将来をよりよく生きる子どもの姿につながっていくであろう｡

○ 倡�,x.�*ｪ(ｧx-�8,ﾈ益�ﾈ,h,�.�+ﾘ-�,ﾉwi�h/�%H.な+ｸ.ｨ,舒�,8*ﾘ�ｼh����/�ﾗ8*H�ｲ�

○ 乖駅�,ﾈ�ｨ/�k隕ﾘ/�+��9�ﾘ+Rﾈｧx/�+�+�,h,ﾈｨ駅�/�ﾊ���*h+ﾘ�ｼh����/�ﾗ8*H�ｲ�

Ⅴ　研究内容

子ども一人一人の｢学び｣の連続を意図した授業実践に取り組むoその際,以下の二つの視 

点を授業づくりに位置付けるoその上で,授業実践や取組に対する評価や分析を通して,｢学 

び｣の連続する授業実践の在り方を明らかにする○ 

【視点1】子どもが｢学び｣の主体となるための学習活動や指導方法及び次の授業 

へつながるための工夫○(つながりの視点) 

【視点2】授業実践と活用場面での実践とを関連付ける取組o 

(ひろがりの視点) 

Ⅵ　研究方法

全体研究主題を受け,研究の視点1と2を踏まえた研究内容に沿って,各学部ごとにそれぞれの指

導の形態における取組を実施し,各学部の授業実践における取組や授業研究,子どもの変容及び教師

からの評価,授業実践の変容によって仮説を検証する｡

各指導の形態における各学部の取組は,事例研究を中心とし,各学部における｢学び｣の姿だけで

なく,発達や学習経験の違い,生活年齢等との視点から, ｢学び｣の連続を分析していく｡

研究内容については,視点1と視点2を踏まえた日々の授業実践の積み重ねと客観的なデータ等の

収集を通して,明らかになった成果と課題,新たな方向性を具体的に提案できるような実践研究を中

心として進めていく｡
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lE 研究目的

子どもが，今を，将来をよりよく生きることができるために，子ども一人一人の「学び」の連続を

目指した授業実践の在り方を明らかにする。

lN 研究仮説

一連の授業実践において，次の 2点に取り組むことで，子ども一人一人の「学び」が連続し，今を

よりよく生きる姿が見られ，将来をよりよく生きる子どもの姿につながっていくであろう 。

O 子どもが「学びj の主体となるための要素を探り，それに基づく授業実践を行う 。

O 活用の場を明確に意図し，学んだことの活用を見据えた授業実践を行う。

子ども一人一人の「学びJの連続を意図した授業実践に取り組む。その際，以下の二つの視

点を授業づくりに位置付ける。その上で，授業実践や取組に対する評価や分析を通して学

び」の連続する授業実践の在り方を明らかにする。

【視点 1] 子どもが「学び」の主体となるための学習活動や指導方法及び次の授業

へつながるための工夫。(つながりの視点)

【視点 2] 授業実践と活用場面での実践とを関連付ける取組。

(ひろがりの視点)

l羽研究方法

全体研究主題を受け，研究の視点 1と2を踏まえた研究内容に沿って，各学部ごとにそれぞれの指

導の形態における取組を実施し，各学部の授業実践における取組や授業研究，子どもの変容及び教師

からの評価，授業実践の変容によって仮説を検証する。

各指導の形態における各学部の取組は，事例研究を中心とし，各学部における「学びJの姿だけで

なく，発達や学習経験の違い，生活年齢等との視点から学び」の連続を分析してし¥く 。

研究内容については，視点 1と視点 2を踏まえた日々の授業実践の積み重ねと客観的なデータ等の

収集を通して，明らかになった成果と課題，新たな方向性を具体的に提案できるような実践研究を中

心として進めていく 。
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1　各学部の取組

全体研究主題を受けた各学部研究主題と内容に関する具体的な取組は図卜3のとおりである｡

研究主題　今を,将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり
～ ｢学び｣の連続する授業実践に焦点を当てて～

生　き　る　力　の　育　成

｢学び｣の連続する授業実践の考え方

各　学　部　で　の　実　践　研　究

小学部研究主題

子どもの｢できた･わかった｣

姿を目指した授業づくり

～算数科における授業実践を通して～

中学部研究主題

｢学び｣を実感する生徒を

目指した授業づくり

高等部研究主題

将来にわたって学び続ける

生徒の育成を目指した授業づくり

～-人一人の生徒の

3Sの実現に向けて～

研究内容　　　　　　　｢学び｣の連続する授業実践の在り方

0　-単位時間の子どもの｢学び｣

の姿をとらえ, ｢学び｣の三要

素と学習形態の工夫による授業

実践と授業改善

0　-つの題材における指導計画

及びほかの指導の形態で活用す

る場面の設定と.子どもの姿の

検証

O　｢学び｣を実感する生徒

の姿を探る｡

O　｢学び｣を実感し, ｢学び｣

のつながりとひろがりを目

指した授業実践

図ト3　各学部の具体的な取組

0　3S (授業で目指したい

生徒の姿)の実現につなが

る活動表の作成

○　習得と活用の観点から立

案した指導計画に基づく授

業実践

O　｢学び｣のひろがり場面

の検証

2　評価

本研究の柱は授業づくりである｡したがって授業づくりの評価は,子どもと教師の双方向から行

うことが必要である｡

子どもの変容という側面からの評価のために, VTRや授業記録の分析,エピソード記録を行うのは

もちろんのこと,子どもの｢学び｣の姿が授業改善を通してどう変容したかについて教師が共通し

た視点をもってとらえていくことが必要である｡そのために,授業改善を行った際の授業の記録と

して, ｢学びの印象度チェックリスト｣ (資料1参照)を用いることにした｡この｢学びの印象度チェッ

クリスト｣は,授業改善を行う際の共通した視点をもったり,新たに加えられた改善の視点が,実
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1 各学部の取組

全体研究主題を受けた各学部研究主題と内容に関する具体的な取組は図1-3のとおりである。

，， 

図1-3 各学部の具体的な取組

2 評価

本研究の柱は授業づくりである。 したがって授業づくりの評価は，子どもと教師の双方向から行

うことが必要である。

子どもの変容という側面からの評価のために， VTRや授業記録の分析，エピソード記録を行うのは

もちろんのこと，子どもの「学び」の姿が授業改善を通してどう変容したかについて教師が共通し

た視点をもってとらえていくことが必要である O そのために，授業改善を行った際の授業の記録と

して， I学び、の印象度チェックリストJ(資料 1参照)を用いることにした。この「学びの印象度チェッ

クリストJは，授業改善を行う際の共通した視点をもったり ，新たに加えられた改善の視点が，実
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際の子どもの姿としてどのように表れてきたかを検討したりするための授業の記録である｡授業実

践における具体的な取組や子どもの変容を, VTRや授業記録の分析,エピソード記録, ｢学びの印象

度チェックリスト｣の結果からより客観的に評価する｡

次に,教師の変容という側面からの評価のために,鹿児島大学における平成21年度モデルカリキュ

ラム事業｢教員研修モデルカリキュラム開発プログラム｣における授業実践力診断カルテを参考に,

特別支援教育に合わせた形で作成した｢授業実践力に関する自己評価シート｣ (資料2参照)を用い

て,変容をとらえていくことにする｡本校職員を対象としたこの｢授業実践力に関する自己評価シー

ト｣と全体研究に関するアンケート(資料3参照)により,教師の力量形成という側面から本研究

の有効性を検討する｡

3　研究構造図

本研究の構造図を図1-4に示す｡

研究主題 俑�/�ﾈ彧x�/�.h.�.h*ﾙ�h*ｸ.倡�,x.�/�mｨ輾+X+ﾘ�ｼh,8*ﾘ.��

研究内容 ���(ｧx-�8,ﾉ����+x.假hｼh����,傲Y5�/�9h,H,H�����,x.�自�ﾈ自�ﾈ,ﾊ(ｧx-�8*ｩ����+x.�+ﾘ-�,ﾈ�ｼh����,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�k�.x*�,��

するo 

図1-4　研究の構造図

-lil一

際の子どもの姿としてどのように表れてきたかを検討したりするための授業の記録である。授業実

践における具体的な取組や子どもの変容を， VTRや授業記録の分析，エピソード記録学びの印象

度チェックリス ト」の結果からより客観的に評価する。

次に，教師の変容という側面からの評価のために，鹿児島大学における平成21年度モデ、ルカリキュ

ラム事業「教員研修モデ、ルカリキュラム開発プログラムjにおける授業実践力診断カルテを参考に，

特別支援教育に合わせた形で作成した「授業実践力に関する自己評価シートJ(資料 2参照)を用い

て，変容をとらえていくことにする。本校職員を対象としたこの「授業実践力に関する自己評価シー

トJと全体研究に関するアンケート(資料 3参照)により，教師の力量形成という側面から本研究

の有効性を検討する。

3 研究構造図

本研究の構造図を図1-4に示す。

研究主題 今を，将来をよりよく生きる子どもを目指した授業づくり

'" r学び」の連続する授業実践に焦点を当てて~

研究内容 子ども一人一人の「学びJが連続するための授業実践の在り方を明らかに

する。

研究の視点1

子どもが主体と
なる授業実践

(教えることの明確化，
指導方法・手だての

工夫等)

研究の視点2

図1-4 研究の構造図



4　研究計画

今次研究は,平成21年～22年度までの2年間の計画とし,具体的な研究計画は以下に示すとおり

である｡

研究事項 仞��ﾉ4�,位Hｸi>�vR�

平 ��ｸﾊHｸh攣��,ﾉ�騫ﾒ�○全体研究に関するアンケート実施.集約.分析 

○研究主題の設定 ��ｹ���Hｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��/�:X-ﾈ*h+ﾘﾊHｸh攣��,ﾉk隕ﾘ峇�

○研究主題に関する基礎研究 ��ｸﾚ�鵁ﾊHｸh,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｸ,ﾉ�騫ﾒ�

○授業実践力に関する自己評価シート ��ｸ齪ﾌ蔚ﾘ廁5h�ｸ6xﾈｸ惠,ﾉZｩ�ﾘ,hﾊH�9>�vX,ﾈﾈ�.��

○各学部の研究推進 ��ｹ�9�ﾈﾊHｸiyﾙ�,舒�,8*(+ﾘｧyYHﾊHｸh,ﾉyﾙ�ﾕﾉ'｢�

成 ��ｩ�c���ﾕｩ>�ﾊHｸh橙�(ｧxｯ｢��○各学部の事例を通した,目標設定等授業づくりに関 

21 ��9�ﾂ�する課題の確認 

午 ��ｩ�c(��ﾕｩ>�ﾊHｸh橙�8ｧxｯ｢��○学部研究主題設定及び各学部研究の方向性について 

痩 傅ﾈｧyYI(hｧyYHﾘ)9兀B�の共通理解 

○研究の中間まとめ ��ｸﾊHｸh益��,亊h+x.凉ﾙ�4��+8*b�

〇一年次研究のまとめ(中間) 

○今年度の課題を踏まえた次年度研究の方向性の確認 

辛 ��ｹ���7位Hｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��,ﾈｦﾙDb�○前年度研究における成果と課題の明確化 

○各学部の研究.実践推進 ��ｸｧyYHﾊHｸh益��,亊h+x.假hｼh����,ﾉ��-ﾘ�,ｸ,iUﾘ幵�

○教師の力量形成に関する取組 〇第3回校内研究会(1学期) 小学部中学部高等部 〇第4回校内研究会(2学期) 小学部中学部高等部 ○研究のまとめ 〇第15回公開研究会(3学期) ��ｹXﾙ�顫ﾂ�(hﾏh､ｨﾊHｸh檍����,�.h.俾偃XﾊH�2�

○卒業後の生活についての研修 

成 22 午 痩 凵寢e学部研究の共通理解 

○各学部の研究内容及び実践に関する結果の検証 

○研究内容に関するアンケート及び授業実践力に関す 

る自己評価シートの実施,集約,分析 

○研究のまとめ 

○研究の総まとめ ��ｸﾊHｸh,ﾉ�ﾈ惠,h攣��,ﾉ�騫ﾒ�

○次年度-の引継ぎ 

5　研究組織

本研究の研究組織は図卜5のとおりである｡

図1-5　研究組織図
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描

※1校長,副校長,教頭,学部主事,

教科等部長,支援部長,自立活動部

長で組織し,研究の方向性等につい

て幅広い観点から協議する｡

※2　鹿児島大学教育学部との連携によ

る共同研究を行う｡各学部の研究主

題及び研究推進のほか,拡大研究部

会-の参加を通して全体研究推進に

ついても共同で検討する｡

※3　授業づくりに必要な教育課程及び

年間指導計画,全体指導計画に関す

る企画･推進を行う｡

※4　授業づくりに必要な個別の指導計

画の作成及び実施に関する企画･推

進を行う｡

※5　鹿児島県教育庁及び鹿児島県総合

教育センター,県立特別支援学校長

の講師が,本校の学校研究に関する

指導助言を行う｡

4 研究計画

今次研究は，平成21年 '"'-'22年度まで の 2年間の計画とし，具体的な研究計画は以下に示すとおり

である。

研究事項

O 研究課題の整理

O 研究主題の設定

O 研究主題に関する基礎研究

O 授業実践力に関する自己評価シート

平 10 各学部の研究推進

成 10 第 1回校内研究会 (2学期)

211 全 体

年 10 第 2回校内研究会 (3学期)

度 | 小学部中学部高等部

O 研究の中間まとめ

O 前年度研究の成果と課題の確認

O 各学部の研究 ・実践推進

O 教師の力量形成に関する取組

平

成 10 第 3回校内研究会 (1学期)

221 小学部中学部 高等部

年 10 第4回校内研究会(2学期)

度 | 小学部中学部高等部

O 研究のまとめ

O 第15回公開研究会 (3学期)

O 研究の総まとめ

具体的な研究内容

O 全体研究に関するアンケート実施 ・集約・分析

O 前次研究の成果と課題を踏まえた研究課題の明確化

O 今次研究の基本的な考え方の整理

O 白己評価シート結果の分析と研修内容の決定

O 全体研究理論に基づいた学部研究の理論構築

O 各学部の事例を通した， 目標設定等授業づくりに関

する課題の確認

O 学部研究主題設定及び各学部研究の方向性について

の共通理解

O 研究主題に関する理論的押さえ

O 一年次研究のまとめ(中間)

O 今年度の課題を踏まえた次年度研究の方向性の確認

O 前年度研究における成果と課題の明確化

O 学部研究主題に関する授業実践の積み重ねと評価

O 附属小 ・中公開研究会参加による自 主研修

O 卒業後の生活についての研修

O 各学部研究の共通理解

O 各学部の研究内容及び実践に関する結果の検証

O 研究内容に関するアンケート及び授業実践力に関す

る自己評価シートの実施，集約，分析

O 研究のまとめ

O 研究の成果と課題の整理

O 次年度への引継ぎ

5 研究組織

本研究の 研 究 組 織 は 図1-5のとおりである。

共

同

研

究

機

関

※2 

図1-5 研究組織図
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※ 1 校長，副校長，教頭， 学部主事，

教科等部長，支援部長，自立活動部

長で組織し，研究の方向性等につい

て幅広い観点から協議する。

※ 2 鹿児島大学教育学部との連携によ

る共同研究を行 う。各学部の研究主

題及び研究推進のほか，拡大研究部

会への参加を通して全体研究推進に

ついても共同で検討する。

※3 授業づくりに必要な教育課程及び

年間指導計画， 全体指導計画に関す

る企画 ・推進を行う 。

※4 授業づくりに必要な個別の指導計

画の作成及び実施に関する企画 ・推

進を行う。

※5 鹿児島県教育庁及び鹿児島県総合

教育センター，県立特別支援学校長

の講師が，本校の学校研究に関する

※5 指導助言を行う。



Ⅶ 侈Hｸh,ﾈ��ﾝｲ�

1  ｢学び｣の連続する授業実践の位置付け

ここで,これまで本校で行ってきた授業づくりサイクルと授業実践サイクルを基に,今回の研究

で焦点を当てる｢学び｣の連続する授業実践の位置付けについて説明する｡ (図卜6)
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図ト6　｢学び｣の連続する授業実践の位置付け

図1-6に示しているように,これまでに行ってきた授業づくりサイクル(PDCAサイクル)につ

いては,これまでの成果(個別の教育支援計画や個別の指導計画を踏まえた目標設定の在り方,評

価等)を踏まえて継続しながら, ｢学び｣の連続する授業実践を目指し,今回の研究においては授業

実践サイクル(pdc aサイクル)に焦点を当てて進めていく｡

その際,研究の視点として示した｢学び｣のつながりについては,授業計画-授業実践-授業評

価-授業改善(授業実践サイクルの効果的な運用)に繰り返し継続して取り組んでいくことを通し

て,単位時間を中心とした子どもの｢学び｣が次の授業-とつながっていくための学習活動や指導

方法及び手だての工夫を明らかにしていきたい｡また, ｢学び｣のひろがりについては,授業実践で

の｢学び｣を意図して活用場面での実践とを関連付けていくことにより,授業実践を通した｢学び｣

を,いろいろな場面や状況,人の中で活用していくための取組について探っていく｡

2　授業実践での主体的な｢学び｣を構成する三要素

では,わたしたちが目指す子ども一人一人の｢学び｣が連続する授業のために単位時間の授業実

践において,どのような点に着目し,授業実践を行えばいいのだろうか｡

学校での｢学び｣は自分の周りの世界としての他者や学習の対象,自分といった相互の関連性で

深められるとすると,授業実践では,他者としての友達や教師とのかかわり,学習の対象としての

教材･教具とのかかわりを主体的に行うことができるように,学習活動や指導方法を工夫したり,
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践において，どのような点に着目し，授業実践を行えばいいのだろうか。

学校での「学び」は自分の周りの世界としての他者や学習の対象，自分といった相互の関連性で

深められるとすると ，授業実践では， 他者としての友達や教師とのかかわり， 学習の対象としての

教材 ・教具とのかかわりを主体的に行うことができるように，学習活動や指導方法を工夫したり，
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手だてを充実したりしていくことを通して, ｢学び｣は深められると考えられる｡

っまり,まず,ねらいを明確にし,それを授業の軸として,教えるための材料としての教材･教

具としっかりかかわることが大切である｡そして教材･教具とかかわりながら,友達や教師との社

会関係の中で自分とかかわっていくことを大切にしたいと考える｡この友達や教師との社会関係を

大切な要素として取り上げるのは,教育の大きな目標である社会参加と自立に向けて,授業場面自

体が一つの社会参加の場でなくてほならないと考えるからである｡この｢教材･教具｣, ｢人(友達･

教師)｣, ｢自分｣との主体的なかかわりのうち,一つでも欠ければ, ｢学び｣は深まらないと言え,

そのためにわたしたちは,授業環境を整え,集団及び個に応じた手だてを講じていかなくてはなら

ない｡

以上のことから, ｢学び｣がつながりひろがっていくためには, ｢教材･教具｣, ｢人(友達や教師)｣,

｢自分｣という三つのかかわりを,わたしたちが授業場面で効果的に機能させることで,子どもの

主体的な姿が実現し,授業のねらいに効果的に向かっていくことができると考え,主体的な学びを

構成する三要素(図卜7)として整理し,授業実践及び授業改善における視点として設定した｡

図1-7　授業場面での主体的な｢学び｣を構成する三要素

3　授業場面での三要素とのかかわりについて

授業目標-アプローチする具体的な授業場面の中で,主体的な｢学び｣を構成する三要素とのか

かわりで子どもの｢学び｣を見ていくためには,前提となる条件がある｡それは,授業を行う上で

の環境と教師の手だてである｡

ICFやAAMRの定義等からも,その子どもを取り巻く環境の重要性は明らかである｡環境として,授

業実践の中では,物的環境や人的環境等があるが,まずは授業環境自体が,学びやすい場の設定で

なくてはならない｡そして,人的環境としての教師が,子ども一人一人のサポート-のニーズに応

じた手だてを講じていかなくてはならない｡

したがって,わたしたちは,授業場面での｢学び｣を構成する三要素とのかかわりを子どもが主

体となって行い,その結果として｢学び｣が連続していくことができるように,学びやすい授業環

境と教師の手だてを前提として考えていきたい｡

-14-

手だてを充実したりしていくことを通して学び」は深められると考えられる。

つまり，まず，ねらいを明確にし，それを授業の軸として，教えるための材料としての教材 ・教

具としっかりかかわることが大切である。そして教材 ・教具とかかわりながら，友達や教師との社

会関係の中で自分とかかわっていくことを大切にしたいと考える D この友達や教師との社会関係を

大切な要素として取り上げるのは 教育の大きな目標である社会参加と自立に向けて，授業場面白

体が一つの社会参加の場で、なくてはならないと考えるからである。この「教材 ・教具J，r人(友達 ・

教師)J， r自分」との主体的なかかわりのうち，一つでも欠ければ学び」は深まらないと言え，

そのためにわたしたちは，授業環境を整え，集団及び個に応じた手だてを講じてし 1かなくてはなら

ない。

以上のことから， r学びJがつながりひろがっていくためには， r教材 ・教具J，r人(友達や教師)J ， 

「自分」という三つのかかわりを，わたしたちが授業場面で効果的に機能させることで，子どもの

主体的な姿が実現し，授業のねらいに効果的に向かっていくことができると考え，主体的な学びを

構成する三要素(図1-7) として整理し，授業実践及び授業改善における視点として設定した。

授業環境

教師の手だてン

〆

〆
〆

〆

人(友達・
教師)

、、、、、、、、、、、

図1-7 授業場面での主体的な「学びJを構成する三要素

3 授業場面での三要素とのかかわりについて

授業目標へアプローチする具体的な授業場面の中で，主体的な「学び」を構成する三要素とのか

かわりで子どもの「学びJを見ていくためには，前提となる条件がある。それは，授業を行う上で

の環境と教師の手だてである。
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また,主体的な｢学び｣を構成する三要素については,発達段階やライフステージ,その子ども

一人一人の実態や特性,学習集団の傾向等によって,三要素それぞれのウェイトが必ずしも同じで

あるというわけではない｡しかしながら,ウェイトバランスが変わりながらも, ｢教材･教具｣ ｢人

(友達や教師)｣ ｢自分｣の三要素から,授業実践の際の学習活動の設定や指導方法の工夫,手だて

の内容等を考え,授業改善を行うことにより, ｢学び｣の連続する授業実践が可能となると考え,各

学部とも｢学び｣の三要素を授業実践及び授業改善の視点として設定することとした｡

(1) ｢教材･教具｣とのかかわりの意義

授業とは,太田(2008)によると, ｢教授一学習過程｣であるとともに, ｢教材を媒介とした働

きかけである｣とされる｡そして,その働き掛けは｢教師と子どもとがともに教材-かかわると

いう相互の主体性を大事にした働きかけ合いを意味している｣としている｡つまり,全体目標と

個人目標を立て,それらの目標達成に向けて具体的にアプローチする授業実践において,教材と

は教師の教えたいことと子どもの学びたいこととをつなぐものである｡したがって,教師と子ど

もの間で教材に対するとらえ方に違いがあると,その教材を使って授業の目標に到達することは

難しいと言える｡

以上のことから,教材とは, ｢授業の成立条件の一つであり,授業目標達成のための教師と子ど

もをつなぐ材料｣ということができる｡したがって,学習対象としての教材をいかに分析し,そ

の教材とかかわるための手だてとして教具をいかに工夫するか等の｢教材･教具｣とのかかわり

が,目標とする子どもの姿に到達するかどうかの鍵を握ると考える｡

(2) ｢人(友達や教師)｣とのかかわりの意義

今を,将来をよりよく生きる子どもの定義から, ｢自分のよさやもてる力を社会関係の中で表現

する｣子どもの姿を実現するためには,授業実践の中に社会関係の中で学ぶ機会を多く設定する

必要があると考える｡

また,ヴィゴツキーの｢発達の最近接領域｣の考え方によると,人やモノの支えがあると,で

きるようになっていくことが多いとされる｡最初は,一人でできることは非常に小さいが,他者

とともにできる,道具とともにできるようになっていき,そして一人でできることが増えていく

とされる｡そして,それはすべて他者との関係性の中で活動することが前提となる｡この｢発達

の最近接領域｣の考え方は,まさに集団としての授業実践の必要性を示唆していると言える｡

次の｢学び｣に向かうための原動力とする｢子どもの思い｣についても,成功経験,達成経験,

成功している人を見る(有意味なモデルの存在)という体験などにより高められるとされる｡

っまり,授業実践の中で, ｢人(友達や教師)｣とのかかわりで深める機会を設定し,集団とし

ての学び合いのための手だてを工夫していくことが,自分一人の｢学び｣を他者との関係性の中

で深めていくことにつながり,その関係性が,将来の社会参加-とつながっていくものと考える｡

(3) ｢自分｣とのかかわりの意義

子どもにとっての学習活動は,子どもがその授業の中で出会った教材とかかわり,その結果と

して,その教材を自分なりに解釈して,表現していくことである｡そう考えると,学習活動にお

いて,子どものできることやよさを生かすことができる行動が学習活動として設定されたり,既

有知識が想起できたりすることで,より主体的に学習活動に参加することができると考えられる｡
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前出のヴィゴツキーによると｢参加は理解に先行する｡ものごとの理解の前に,大人の行為のま

ねや大人に助けられた社会的文化的行為のなぞりによって,文化的営み-の参加のレベルを深め

ていく｣とされ,その過程を経て, ｢自分｣とのかかわりにより｢学び｣が深められると言える｡

っまり,授業実践において,集団の中で,子ども一人一人がより主体的に学習活動に参加しな

がら,自己評価や相互評価等を通して,学習活動を自分とのかかわりで振り返ることで, ｢学び｣

を自分で把握できると言える｡そのためには,子どもをより細かにとらえ,個別の支援を充実さ

せた上で,自分の感覚や身体を存分に使って取り組んだり,自分の｢学び｣を即時的に振り返っ

たり,学習-の参加及びフィードバックの機会を増やしたりするなど,学習活動や教材･教具の

工夫等を行うことで,その子なりの判断の基準(これについて頑張った,これができたなど)と

なるものを培っていくことが必要であると考える｡

4　｢学び｣の連続する授業実践の実現に向けた取組の概要

子どもは,時間の流れとともに周囲の環境の変化に応じて,成長･発達していく｡小学部よりも

中学部や高等部-と進むにつれ,友達との関係も多くなり,卒業後の進路なども考えると学校だけ

ではなく,より違う環境の中や社会に近い場面で生活することも多い｡ (本校研究紀要第10集,平成

8年)こうした発達の視点と,ライフステージ等を踏まえると, ｢学び｣のひろがりの範囲において,

各学部ごとに若干の違いが認められる｡

そこで, ｢学び｣のつながりとひろがりを踏まえた授業実践の概要と,それを踏まえた各学部の取

組の方向性について次に述べる｡

(1) ｢学び｣のつながりとひろがりを踏まえた授業実践の概要

｢学び｣のつながりとひろがりを踏まえた授業実

践での概要図を図1-8に示す｡

各学部において｢学び｣のつながりとひろがりの範

囲において違いはあるが,その上でわたしたちが目指

すものは, ｢学び｣の連続する授業実践である｡

そのために,まず,わたしたちは授業のねらいを明

確に設定した上で,習得型と活用型の学習活動を踏ま

えた指導計画の立案及び授業実践を行う｡

次に授業実践の際の方法として,子どもが｢学び｣

の主体として活動するために,子どもの｢思い｣を大

切にしながら,主体的な｢学び｣を構成する三要素と

のかかわりを視点において,指導方法や学習活動の工

夫や手だてを考えながら授業実践に取り組み,評価,

改善を繰り返していく｡　　　　　　　　　　　　　　　図1-8　授業実践での概要図

上記のことに取り組むことで,授業でのねらいを基に習得若しくは活用を目指した学習活動に

おいて,ねらいを達成するだけでなく,子どもの思いが次の授業実践-と継続してつながり,チ

どもが｢学び｣の主体となって活動し,学習の対象としての｢教材･教具｣, ｢人(友達や教師)｣,

｢自分｣といった相互の関連性の中で学び方も同時に身に付けていくことになり,それがあらゆ

る場面で生かすことのできる｢学び｣につながっていくと考える｡
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前出のヴィゴツキーによると「参加は理解に先行する。ものごとの理解の前に，大人の行為のま

ねや大人に助けられた社会的文化的行為のなぞりによって，文化的営みへの参加のレベルを深め
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つまり，授業実践において，集団の中で，子ども一人一人がより主体的に学習活動に参加しな

がら，自己評価や相互評価等を通して，学習活動を自分とのかかわりで振り返ることで学び」

を自分で把握できると言える。そのためには，子どもをより細かにとらえ，個別の支援を充実さ
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工夫等を行うことで，その子なりの判断の基準(これについて頑張った，これができたなど)と

なるものを培っていくことが必要であると考える。

4 r学び」の連続する授業実践の実現に向けた取組の概要

子どもは，時間の流れとともに周囲の環境の変化に応じて，成長 ・発達してし、く 。小学部よりも
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8年)こうした発達の視点と，ライフステージ等を踏まえると， r学び」のひろがりの範囲において，

各学部ごとに若干の違いが認められる。

そこで， r学び」のつながりとひろがりを踏まえた授業実践の概要と，それを踏まえた各学部の取

組の方向性について次に述べる。

(1) r学びJのつながりとひろがりを踏まえた授業実践の概要

「学び」のつながりとひろがりを踏まえた授業実

践での概要図を図1-8に示す。

各学部において「学び」のつながりとひろがりの範

囲において違いはあるが，その上でわたしたちが目指

すものは， r学びj の連続する授業実践である。
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そのために，まず，わたしたちは授業のねらいを明

確に設定した上で，習得型と活用型の学習活動を踏ま

えた指導計画の立案及び授業実践を行う 。

次に授業実践の際の方法として，子どもが「学びJ

の主体として活動するために，子どもの「思しリを大

切にしながら， 主体的な「学び」を構成する三要素と

のかかわりを視点において，指導方法や学習活動の工

夫や手だてを考えながら授業実践に取り組み，評価，

改善を繰り返してし 1く。 図1-8 授業実践での概要図

上記のことに取り組むことで，授業でのねらいを基に習得若しくは活用を目指した学習活動に

おいて，ねらいを達成するだけでなく， 子どもの思いが次の授業実践へと継続してつながり， 子

どもが「学び」の主体となって活動し，学習の対象としての 「教材 ・教具J，r人(友達や教師)J ， 

「自分」といった相互の関連性の中で学び方も同時に身に付けていくことになり，それがあらゆ

る場面で生かすことのできる「学び」につながっていくと考える。
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(2) ｢学び｣のつながりを目指した授業改善

主体的な｢学び｣を構成する三要素を踏まえると, ｢学び｣のつながりを目指した授業像として

次の4点に集約される｡

○　授業のねらいが明確で,子どもの思いと合致した授業

○　教材･教具-の主体的なかかわりが見られる授業

○　社会関係(人とのかかわり)の中で行われる授業

○　自分にフィードバックされる授業

この授業像の実現に向けた授業実践の流れと授業改善の観点との関係について,次のように整

理した｡ (図1-9)

これまでも,授業実践を通して,教師側が教えたい内容として設定したねらいが達成されたか

どうか,子どもの思いと合致したものになっていたかなど,授業の軸とも言うべき側面から評価･

改善を行ってきた｡その評価･改善に加えて,新たに授業改善の観点として, ｢学び｣の三要素を

用いながら主体的な姿が見られたか,どんな｢学び｣が起こっているのかについて評価するとと

もに,次の授業に向けての改善点を明らかにする｡この三要素から行う授業改善により,共通の

視点をもちながら,授業実践における手だてや指導方法,教材･教具,学習活動や学習過程等の

有効性について集団と個の両方から授業改善を行うことができると考える｡

授草のね亘亘明 

学びやすい授業 豫(ｺｲ�

図1-9　授業実践の流れと授業改善の観点との関連

この図1-9を基に授業改善を行っていくこととし, ｢学び｣のつながりを目指した各学部の取組

について表卜1に示す｡
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(2) r学び」のつながりを目指した授業改善

主体的な「学びj を構成する三要素を踏まえると学び」のつながりを目指した授業像として

次の 4点に集約される。

O 授業のねらいが明確で，子どもの思いと合致した授業

O 教材・ 教具への主体的なかかわりが見られる授業

O 社会関係(人とのかかわり)の中で行われる授業

O 自分にフィ ー ドバックされる授業

この授業像の実現に向けた授業実践の流れと授業改善の観点との関係について，次のように整

理した。(図ト9)

これまでも，授業実践を通して，教師側が教えたい内容として設定したねらいが達成されたか

どうか，子どもの思いと合致したものになっていたかなど，授業の軸とも言うべき側面から評価 ・

改善を行ってきた。その評価 ・改善に加えて，新たに授業改善の観点、として， i学びJの三要素を

用いながら主体的な姿が見られたか，どんな「学び」が起こっているのかについて評価するとと

もに，次の授業に向けての改善点を明らかにする。この三要素から行う授業改善により，共通の

視点をもちながら，授業実践における手だてや指導方法，教材 ・教具，学習活動や学習過程等の

有効性について集団と個の両方から授業改善を行うことができると考える。

子どもが主体となって取り組む授業実践

授業実践の流れ
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|授業のねらいの明確化 |

ー|集団と個に対する手だて |

| 学びやすい授業環境 | 

a 

図1-9 授業実践の流れと授業改善の観点との関連

この図1-9を基に授業改善を行っていくこととし学び」のつながりを目指した各学部の取組

について表1-1に示す。

司
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表ト1 ｢学び｣のつながりを目指した各学部の取組

学部 ����ｸ,h,�.倡y;�,ﾈﾆ��B�つながりを見る範囲 假hｼh淤��,ﾈｬ�5��劔手段 

小学部 伜ｩ�B�-単位の授業 ��授 莱 調�｢ 学 び ｣ の 義 秦 ��VTRを 使った 授業研究 

中学部 仆8怏¥ｨ,ﾈ轌;��

(国語,数毛保健体育) �:�+i%�ﾋ2��胃笙>���,ﾂ��"�

高等部 �+x-x,H,ﾈ轌;�,ﾈﾆ��B�

(3) ｢学び｣のひろがりを目指した取組

日々の授業を中心として,主体的な｢学び｣を構成する三要素と授業の軸にかかわる観点から

授業改善を行っていったときに,そこでの｢学び｣をどのようにいろいろな場面や人,状況の中

で活用できるかどうかは重要である｡

｢特別支援学校学習指導要領解説　総則等編(幼稚部･小学部･中学部)｣の中でも,基礎的･

基本的な知識･技能の習得を重視するとともに,知識･技能の活用を図る学習活動を充実するこ

と,また,知的障害のある児童生徒の学習上の特性等から実際的･具体的な内容を指導するとと

もに日々の生活の質が高まるような指導をすること等が述べられている｡また,高等部に関して

も社会生活や家庭生活に生かせる内容についての取り扱いが重視されるとともに,履修内容を生

活に活用することは前提であると述べられている｡

ここで,いろいろな場面や人,状況の中で活用する｢学び｣のひろがりを目指した取組につい

て整理する｡

これまでの本校の取組においても,支援ツールを共有し家庭生活での活用を目指したり,関係

機関と連携して取組を共有したりしてきた｡これまでの成果を踏まえつつ,授業づくりの中で具

体的に｢学び｣のひろがりを目指していくために,次のような点が重要であると考える｡

o　｢何を｣活用するか･ -授業実践でねらう目標(基礎的･基本的な知識･技能など)

o　｢どのように｣活用するか･ ･ ･目標達成に向かう方法(学び方と必要な手だて)

O　｢どこで｣活用するか･ ･ ･活用を図る場や機会の設定

O　｢どこを目指して｣活用するか･ ･ ･次-つながる｢学び｣の方向性

この中で, ｢何を｣活用するかについては, ｢学び｣のつながりを目指した授業実践を通して身

に付いていくものと言えるとともに,習得型の学習活動に必要とされるものとも言える｡そこで,

｢どのように｣活用するか, ｢どこで｣活用するか, ｢どこを目指して｣活用するかについて明ら

かにした上で授業実践を充実させることが望まれる｡

｢どのように｣活用するかについては,主体的な｢学び｣を構成する三要素とのかかわりで授

業のねらいに迫る日々の授業実践において同時に身に付けた学び方に加えて,いろいろな場面で

活用するという面で困難を感じている子どもの実態に応じた手だてが必要とされる｡また, ｢どこ
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表1-1 r学び」のつながりを目指した各学部の取組

学部 対象となる樽草加怨 つながりを見る範囲 授業改善の観点 手段

;--- 一
小学部 算数

V T Rをーー「
授 Aザ'4ー

び イ吏った

中学部 教科別の指導 一単位の授業 業 + 」 一

の
授業研究

(国語，数学，保健体育) 同じ単元(題材)内 。コ 一
要

軸 素
高等部 すべての指導の形態

一 '--・E・-ー圃

(3) r学び」のひろがりを目指した取組

日々の授業を中心として，主体的な「学びJを構成する三要素 と授業の軸にかかわる観点から

授業改善を行っていったときに そこでの「学び」をどのようにいろいろな場面や人，状況の中

で活用できるかどうかは重要である。

「特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(幼稚部 ・小学部 ・中学部)Jの中でも，基礎的 ・

基本的な知識 ・技能の習得を重視するとともに，知識 ・技能の活用を図る学習活動を充実するこ

と，また，知的障害のある児童生徒の学習上の特性等から実際的 ・具体的な内容を指導するとと

もに日々の生活の質が高まるような指導をすること等が述べられている。また，高等部に関して

も社会生活や家庭生活に生かせる内容についての取り扱いが重視されるとともに，履修内容を生

活に活用することは前提であると述べられている。

ここで，いろいろな場面や人，状況の中で活用する 「学び」のひろがりを目指した取組につい

て整理する。

これまでの本校の取組においても，支援ツールを共有し家庭生活での活用を目指したり，関係

機関と連携して取組を共有したりしてきた。これまでの成果を踏まえつつ，授業づくりの中で具

体的に「学び」のひろがりを目指していくために，次のような点が重要であると考える。

o 何を」活用するか ・・・ 授業実践でねらう目標(基礎的 ・基本的な知識 ・技能など)

o どのようにJ活用するか ・・・ 目標達成に向かう方法(学び方と必要な手だて)

o どこで」活用するか ・・・ 活用を図る場や機会の設定

o どこを目指してJ活用するか ・・・ 次へつながる「学びJの方向性

この中で何を」活用するかについては 「学びJのつながりを目指 した授業実践を通して身

に付いていくものと言えるとともに，習得型の学習活動に必要とされるものとも言える。そこで，

「どのように」活用するかどこでJ活用するか，rどこを目指して」活用するかについて明ら

かにした上で授業実践を充実させることが望まれる。

「どのようにJ活用するかについては， 主体的な「学び」を構成する三要素とのかかわりで授

業のねらいに迫る日々の授業実践において同時に身に付けた学び方に加えて いろいろな場面で

活用するという面で困難を感じている子どもの実態に応じた手だてが必要とされる。また， rどこ
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で｣ ｢どこを目指して｣活用するかについては,発達段階や個々の特性等を踏まえた授業づくりの

計画段階において,学ぶことの意義価値から具体的な活用の場を意図しつつ,実践していくこと

が必要とされる｡

以上のことから,授業場面での実践と活用場面での実践との関連を図っていくために,習得と

活用につながる指導計画(習得型と活用型の行き来する授業実践)を立案し,実践していくこと

と,具体的な活用場面を意図した授業づくりを行うことが重要である｡

以下に, ｢学び｣のひろがりを目指した各学部の取組を示す｡ (表卜2)

表1-2　｢学び｣のひろがりを目指した各学部の取組

学部 �-�.ｸ*ｨ.�,ﾉLﾘ股�(,x+�,Z:(,x+�/�mｨ輾+X,J2��取り組む内容 

小学部 �:�+i%�ﾋ2��胃笙>�,ﾈ-�.ｸ*ｨ.ｈ蟀�B��算数科と関連した学習活動の整理 

学校生活でのひろがり �*�,ﾈ檍,�*�*�.伜ｩ�I4乖�:�,ﾉ�ﾙ.��

中学部 ��,�.倡y;�,ﾈﾆ��H,X,ﾈ-�.ｸ*ｨ.ｉ�ﾈｻ8怩��エピソードノートの記述 

学校生活や家庭生活でのひろがり 仆8踪ｭH,ﾉ��ﾆx,hｺI,ｨ�����彿.ｸ,h,ﾉ��ﾆr�

高等部 ��,�.倡y;�,ﾈﾆ��H,X,ﾈ-�.ｸ*ｨ.��現場実習等に向けた取組 

家庭生活や職業生活でのひろがり �i.ｸ,h,ﾉ��ﾆr�

上記した授業実践の概要及び各学部の取組の方向性に基づく各学部研究の実際については,それ

ぞれ｢小学部の研究｣, ｢中学部の研究｣, ｢高等部の研究｣の中で詳しく述べることにする｡

写真1-2　友達同士で問題を出し合う様子(小学部算数)
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でJIどこを目指して」活用するかについては，発達段階や個々の特性等を踏まえた授業づくりの

計画段階において，学ぶこ との意義価値から具体的な活用の場を意図しつつ，実践 していく こと

が必要とされる。

以上のことから，授業場面での実践と活用場面での実践との関連を図っていくために，習得と

活用につながる指導計画(習得型と活用型の行き来する授業実践)を立案し，実践していくこと

と，具体的な活用場面を怠図した授業づくりを行うことが重要である。

以下に， I学び」のひろがりを目指した各学部の取組を示す。 (表1-2)

表1-2 r学びJのひろがりを目指した各学部の取組

ザ，u..r，ー 部 ひろがりの範囲 (rどこでJrどこを目指してJ) 取り組む内容

Aザ4ー 部 同じ単元(題材)内のひろがり(算数) 算数科と関連した学習活動の整理

学校生活でのひろがり 朝の会における算数的活動の設定

中 A子'-4一 異なる指導の形態でのひろがり(他教科) エピソードノートの記述

学校生活や家庭生活でのひろがり 教師間の連携と共通実践

家庭との連携

両 等 部 異なる指導の形態でのひろがり 現場実習等に向けた取組

家庭生活や職業生活でのひろがり 家庭との連携

上記した授業実践の概要及び各学部の取組の方向性に基づく各学部研究の実際については，それ

ぞれ「小学部の研究J，I中学部の研究J，I高等部の研究」の中で詳しく述べることにする。

写真1-2 友達同士で問題を出し合う様子(小学部算数)
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